
 

  

 

     

 

 

 

 ◆福津市コミュニティ・フェスタ       1 月２７日（土） 

K 

◆福間東中学校 新入生説明会          1 月２２日（月） 

 ◆小中合同あいさつ運動       1 月１６日（火） 

K 
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令和６年２月５日 

コミュニティ・スクール 

福津市立福間東中学校  

校長 吉住 美津子 

 ◆石川県能登半島地震支援の生徒会募金活動 1 月 23 日（火）～２５日（木） 

地域のよさや課題を知り、主体的に課題を解決していける生徒の育成 
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学校の教育目標 

令和 6年度入学予定の 6年生と保護者が福間東中学校体育館に一堂に集まり、新入生説明会を行いました。４

年ぶりの集合型説明会となるため、感染症等が懸念されましたが、集まった 6年生のうれしそうな表情で、中学校入

学を楽しみにしていることが伝わってきました。また、中学校生活の説明について、生徒会役員が 6年生にわかりや

すく伝えるためにタブレットを活用し、プレゼンテーションしたり、 

インタビュー形式で説明したりしました。6年生たちは真剣に説明を 

聞きながらも、生徒会役員の元気のよい演技に目が輝いていました。 

生徒会役員が説明内容を工夫してくれたおかげで、6年生は中学校 

入学への不安よりも、楽しみの方が大きくなったことと思います。 

３学期始業式の中で、井手生徒会長は石川県能登半島地震について、僕たちにも何かできることはないか

と全校生徒に呼びかけをしていました。福間東中学校生徒会役員で「自分たちも地震で被災した人たちのた

めに何かできることをしたい」という想いで、募金活動することを決めました。1月 23日から 1月 25日の 3日

間、校内や東福間駅で募金活動を行いました。今回の義援金は 140,663 円集まり、1月 30日、生徒会の代

表生徒が福津市に贈呈し、日本赤十字社を通して被災地に届けられます。地震で被災された方や集団避難

を余儀なくされている中学生たちにも、福間東中学校からのエールがきっと届くはずです。地域や保護者の皆

様にも生徒会募金活動にご協力していただきありがとうございました。今回の募金活動は生徒会役員からの

発信で、生徒たちが“今、自分にできること”を考え、主体的に行動できたことを本当にうれしく思います。これ

からも自分のことだけを考えるのではなく、自分の周りや地域へ視野を広げ、困っている人に気づいたり、課

題を見つけたりして、自分事として捉え、自分にできることを考えられる東中生になってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 今月の校内ボランティアとして、小中合同あいさつ運動を行いました。あいさつ運動ボランティアの参

加者人数は、およそ 60名でした。中学生が出身の小学校に出向き、小学生と共にあいさつ運動を行い

ました。中学生にとっては懐かしい小学校でのあいさつ運動となり、小学生は中学生に話しかけたり、楽

しそうにあいさつの声を一緒に出したりして頑張っていました。 

小学校の先生は、中学生のあいさつする姿を小学生が見て、憧れたり、中学生になったら「あんな中

学生になりたい！」と思うように小学校のよいモデルになってほしいと言っていました。また、小学校の前

で中学生の大きな声に元気をもらいましたと地域の方からも話がありました。子どもたちからあいさつの

輪が広がることを期待しています。 

 

 

【行事予定】●2月 7（水）～9日（金） 3学期 期末考査  

●2月 9日（金）1年アダプトプログラム、2年認知症サポーター養成講座 

●3月 8日（金）第 45回卒業式 ●3月 22日（金）修了式 

 

 

◆『あいさつ』は大切？ 

本校の村田先生が神興東小と上西郷小の６年生に対して中学校入学に向けて、主に家庭 

学習やテストなどについて GT授業を行いました。新入生説明会の時は、６年生から全く質問 

はありませんでしたが、小学校の教室で中学校の先生から直接、話を聞けるチャンスでもあっ 

たので、どんどん手が挙がり、質問をする児童が多かったようです。中学校では勉強を頑張り 

たいという気持ちの表れだと思います。小学校で身に付けた学習のよい習慣は中学校でも継 

続しながら、中学校での新たな学習や学び合いに挑戦してほしいと思います。 

 

◆小学校へ入学前 GT 授業             1 月２５日 

「あいさつは大切だとよく言われますが、それはなぜだと思いますか。」これはある高校の推薦入試の 

面接での質問です。みなさん考えたことはありますか？あいさつは当たり前、コミュニケーションで大切な

もの、人間関係をよくするものなど、答えはたくさんあると思います。先日、保護者の方から、「中学生か

ら、わざわざ振り返って会釈をしてあいさつをしてくれたんです。さすが中学生だと思いました。小学生のよ

いモデルですね。私はとっても朝から気持ちが良くなりました。」と話がありました。東中生が自分から進ん

で地域の方にあいさつをして、元気にしてくれていることを知り、本当にうれしくなりました。 

あいさつがなぜ大切なのか。自分のためでもありますが、あいさつをされた人の立場でも考えてほしい

と思います。あいさつは人を元気にしたり、すがすがしい気持ちにしたりできる魔法のようなものかもしれま

せん。明日、推薦入試を受験する 3年生の皆さん、面接練習を活かしてあいさつも頑張ってほしいです。 

福津市コミュニティ・フェスタがカメリアホールで行われました。その中で福間東 

中学校区の小中連携の取組であるオンライン「KIZUNA会議」について、井手生徒 

会長と 1年総務田井中さんが報告をしました。報告では、KIZUNA会議で 3つの小 

学校の皆さんと一緒に話し合ってきた小中合同あいさつ運動や校区の 1人暮らしの 

高齢者への年賀状の取組などについて発表をしました。 

また、特別表彰では 3年波多江遼音さん、松本琉煌さん、岡部礼さん、2年冨髙 

愛菜さんが全国野球大会出場、3年三留侑真さんが eスポーツアジア大会、世界 

大会出場で表彰されました。これからの東中生の活躍が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

【表彰】落とし物防止ポスターコンクール  イオンモール福津賞 2年 溝上智奈 

       サッカー部     福岡県中学校 U-14サッカー大会筑前ブロック優勝、県大会ベスト８  
       バレーボール部  京王観光カップ筑前・京築ブロック 3位→県大会へ 



 

 


